
磨き上げられた職人技は会社の宝

株式会社吉勝

高齢者雇用制度

高齢者雇用の背景

高齢者雇用に係る取り組み

所 在 地
業 種
事業内容
設 立 年
従業員数

北九州市小倉北区
鮮魚小売業
鮮魚、糠だき、弁当
明治38年
18人（うち65歳以上  11人）

定年65歳（希望者全員70歳まで再雇用。以降も意欲
がある限り継続雇用）

包丁さばきの技術と経験
初代社長の時から、従業員には、本人の希望があればできるだけ長く働いてもらうことがごく当たり前
とされていました。魚をさばくには熟練した技術が必要ですし、さらに豊かな経験もある多くの高齢従業
員が働き続けてくれていることで、非常に安心感があります。包丁使いがスピーディで、仕上がりも大変
美しいです。

技術に裏打ちされた効率性
いわゆる職人ですから、寡黙で、手先に集中して手早く魚をさばいていきます。その無駄のない動きは、
今までの経験に裏打ちされた技術の表れだと思います。
店頭販売に加えて、当社では病院給食にかかる大量の魚のさばきも扱わせていただいていますが、毎日、
調理現場へ持ち込む時間が決まっていますので、時間との闘
いになります。このような時も、効率的に魚をどんどんとさ
ばいていく高齢従業員は、特に頼れる存在です。

体力を考慮した勤務時間
魚さばきに集中する時間がどうしても長くなるので、勤務
日数や一日あたりの勤務時間も体力を考慮し、月15日勤務
で、勤務時間も各人に無理のない時間数としています。
また、店頭でお客様への販売の仕事もありますが、あえて
分担を「魚のさばき」と「販売」とに分け、あれもこれも
と仕事が過重にならないように気を付けています。「優れ
た技術はなにものにも代えがたいものなので、可能な限り
長く働いてもらいたいですね。」と中村社長は語ります。

先々代の社長の時から働かせてもらっており、鮮魚を扱って60年になります。会社の暖かい雰囲気
があればこそここまで来られたと感謝しています。健康のため、通勤に自転車を使用し、健康食品も
積極的に活用しています。

手早く魚をさばく嶋立さん

嶋立さん（78歳）から
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